
ペースメーカ・植込み型除細動器移植術　患者さんパスシート

ID 診療科名

氏名 入院日

生年月日 退院日（予定）

月　日
経過

なお、病状に応じて変更することがありますが、その時はお知らせしますのでご了承ください。

説明指導

このパスシートは、診療計画の概要等をお知らせするものであり、治療・検査等を決定するものではありません。

・入院生活についてのオリエンテーションを行います。
・主治医から手術についての説明があります。
・手術に必要なものを準備していただきます。
　①浴衣　②T字帯　③バスタオル　④胸帯(必要時)　⑤弾性ストッキング
　※①～④はを各1枚ご用意ください。弾性ストッキングは病棟にてご用意します。
・看護師から手術までと手術後の予定について説明を致します。
・転倒防止についての説明を致します。
・不明な点や不安に思うことがありましたらいつでもお知らせください。

・ペースメーカを入れる部位をシャワー(またはベッド上で洗浄)で清潔にします。
・爪は短く切り、ネイルをされている方は落としておいてください。

食事 ・制限はありません。塩分やカロリーに制限がある場合はお知らせします。

・特にありません。

清潔

・制限はありません。1日の尿量を確認するため、尿量をカップで測ります。

・制限はありません。

循環器内科　　　　　

処置

活動

排泄

観察

・お薬を内服されている方は入院時に10日分持参してください。医師・薬剤師が確認し、内
　服を継続するかどうか確認します。
・抗凝固剤・抗血小板薬は指示されたとおり中止します。薬

　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

検査

達成目標

・手術、入院生活について理解しましょう。
・手術に必要な物品を準備し、手術に向けて心身の準備をしましょう。
・転倒予防について理解しましょう。

・体温、血圧、脈拍の測定を行います。
・心電図モニターを装着します。

・採血があります。
・心電図・レントゲンの検査があります。

入院日：手術前日

入院予定期間
　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日
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ペースメーカ・植込み型除細動器移植術　患者さんパスシート

ID 診療科名

氏名 入院日

生年月日 退院日（予定）

月　日
経過

説明指導

・入れ歯、時計、指輪、眼鏡など体から外せるものは全て外してください。
・男性は髭をお剃り下さい。女性は化粧やマニキュアは落としてください。
・貴重品は金庫に入れて鍵をかけて下さい。鍵は御家族へ預けてください。
・ご家族は病院内でお待ちください。

・手術前に歯磨き、洗面を行いましょう。

食事

・弾性ストッキングを履いて、浴衣に着替えてお待ちください。
・弾性ストッキングは医師の指示があるまで、継続して履いていただきます。

・手術直前にお手洗いを済ませてください。

・当日は朝食・昼食は禁食になります。水分は手術前まで飲むことができます。

清潔

・制限はありません。

・入室前に体温、血圧、脈拍の測定を行います。

・特にありません。

　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

活動

検査

循環器内科　　　　　

入院予定期間
　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

達成目標

観察

処置

排泄

・当日朝の内服は医師の指示に従ってください。
・医師に指示された時間より、点滴が開始になります。
・手術に行くときに、抗生物質の点滴をします。薬

2日目：手術当日（手術前）
・手術を受ける準備をしましょう。

このパスシートは、診療計画の概要等をお知らせするものであり、治療・検査等を決定するものではありません。
なお、病状に応じて変更することがありますが、その時はお知らせしますのでご了承ください。

日本医科大学付属病院
2024年3月改訂

 



ペースメーカ・植込み型除細動器移植術　患者さんパスシート

ID 診療科名

氏名 入院日

生年月日 退院日（予定）

月　日
経過

説明指導

・痛みがある場合はお薬が使用できますので、我慢せず看護師にお知らせください。
・機械を入れた側の腕は胸帯で固定されています。無理に動かさないように注意しましょ
　う。

食事

・手術後はベッドもしくはストレッチャーで病室に戻ります。
・帰室後は、機械を入れた側の腕は胸帯で固定されていますので、安静にしましょう。食事
　や洗面、寝返りなどは看護師が介助を行います。

清潔

薬

・当日の内服は医師の指示に従ってください。
・手術後、水分補給の点滴と抗生物質の点滴を行います。

・看護師の付添いがあれば、歩いてトイレに行くことができます。
・痛みや眠気があるときには、車椅子で行くこともできます。

活動

観察

・体温、血圧、脈拍の測定を行います。
・心電図モニターを装着し、不整脈の有無・脈拍数を確認します。

検査

処置

・手術後は酸素マスクをつけます。
・機械を入れた方の腕を胸帯で固定します。

・お部屋でレントゲンの検査があります。

2日目：手術当日（手術後）

達成目標

・機械を入れた部位の安静を保ち、無理せず活動を行いましょう。
・痛みなどの苦痛がある場合は我慢せず、医師や看護師に伝えましょう。
・手術後の創部の確認を行い、出血や腫れのないことを確認しましょう。
・転倒・転落の予防について理解しましょう。

循環器内科　　　　　

入院予定期間
　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

・手術前に歯磨き、洗面を行いましょう。

排泄

・夕食から食事が開始になります。水分は手術後より飲むことができます。
　（手術終了時間や体の状態で変わることもあります。）

なお、病状に応じて変更することがありますが、その時はお知らせしますのでご了承ください。
このパスシートは、診療計画の概要等をお知らせするものであり、治療・検査等を決定するものではありません。

日本医科大学付属病院
2024年3月改訂

 



ペースメーカ・植込み型除細動器移植術　患者さんパスシート

ID 診療科名

氏名 入院日

生年月日 退院日（予定）

月　日
経過

なお、病状に応じて変更することがありますが、その時はお知らせしますのでご了承ください。
このパスシートは、診療計画の概要等をお知らせするものであり、治療・検査等を決定するものではありません。

清潔

食事

・採血の結果を確認し、点滴の針を抜きます。
・内服は医師の指示に従ってください。

・体温、血圧、脈拍の測定を行います。
・機械を入れた部分の出血や腫れ、痛みがないかを観察します。
・心電図モニターを退院まで装着し、不整脈の有無・脈拍数を確認します。

・起床後に採血を行います。
・レントゲンと心電図の検査があります。

処置

3日目：（術後1日目）

循環器内科　　　　　

　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

観察

検査

薬

排泄

・機械を入れた側の腕は、肩より上にあげないようにしましょう。

・退院まで尿量をカップで測ります。

・胸帯を外し、機械を入れた部位の安静を保ちながら活動を行いましょう。
・痛みなど苦痛がある場合は我慢せず、医師や看護師に伝えましょう。
・機械を入れた部位の腫れや痛みがないことを確認しましょう。
・安全に歩行し、転倒に注意しましょう。

達成目標

・蒸しタオルで体拭きを行います。
　手の届かないところや傷のまわりは看護師がお手伝いします。

・傷の痛みがある時は看護師をお呼びください。
・機械を入れた側の腕の運動制限があるため転びやすくなっています。
　ふらつく場合は看護師が付き添いますのでお呼びください。

説明指導

・機械を入れた側の腕は、肩よりも高く上げないようにしましょう。
・朝8時までは、看護師と一緒に歩きましょう。
　歩くときにはいつでも看護師をお呼びください。
・朝8時以降、めまいやふらつきがなければ、看護師が確認後に病棟内を歩行できます。

活動

・制限はありません。塩分やカロリーに制限がある場合はお知らせします。

入院予定期間

日本医科大学付属病院
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ペースメーカ・植込み型除細動器移植術　患者さんパスシート

ID 診療科名

氏名 入院日

生年月日 退院日（予定）

月　日
経過

循環器内科　　　　　

入院予定期間
　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

4-5日目：（術後2日目）

達成目標

・機械を入れた部位の安静を保ちながら活動を行いましょう。
・痛みなど苦痛がある場合は我慢せず、医師や看護師に伝えましょう。
・機械を入れた部位の腫れや痛みがないことを確認しましょう。
・安全に歩行し、転倒に注意しましょう。

観察

・体温、血圧、脈拍の測定を行います。
・機械を入れた部分の出血や腫れ、痛みがないかを観察します。
・心電図モニターを退院まで装着し、不整脈の有無・脈拍数を確認します。

・特にありません。

薬

・内服は医師の指示に従ってください。

処置

・特にありません。

排泄

・退院まで尿量をカップで測ります。

検査

活動

・機械を入れた側の腕は、肩よりも高く上げないようにしましょう。
・めまいやふらつきがなければ、病棟内を歩行できます。

・下半身のシャワーを浴びることができます。
・上半身は蒸しタオルで体拭きを行います。
・洗髪をご希望の方は看護師がお手伝いをします。

清潔

・制限はありません。塩分やカロリーに制限がある場合はお知らせします。

説明指導

・傷の痛みがある時は看護師をお呼びください。
・機械を入れた側の腕の運動制限があるため転びやすくなっています。
　ふらつく場合は看護師が付き添いますのでお呼びください。
・機械を入れた側の腕は、機械のリードが固定されるまで、肩より上にあげないようにしてく
　ださい。
・入院生活で活動に不便がある時には、お手伝い致しますので、看護師をお呼びください。

食事

このパスシートは、診療計画の概要等をお知らせするものであり、治療・検査等を決定するものではありません。
なお、病状に応じて変更することがありますが、その時はお知らせしますのでご了承ください。

日本医科大学付属病院
2024年3月改訂

 



ペースメーカ・植込み型除細動器移植術　患者さんパスシート

ID 診療科名

氏名 入院日

生年月日 退院日（予定）

月　日
経過

このパスシートは、診療計画の概要等をお知らせするものであり、治療・検査等を決定するものではありません。

説明指導

・傷の痛みがある時は看護師をお呼びください。
・機械を入れた側の腕の運動制限があるため転びやすくなっています。
　ふらつく場合は看護師が付き添いますのでお呼びください。
・入院生活で活動に不便がある時には、お手伝い致しますので、看護師をお呼びください。
・退院後の生活での注意点について説明を致します。
　（別紙「ペースメーカ・植込み型除細動器移植手術を受けられた方へ」を使用します。）

循環器内科　　　　　

入院予定期間
　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

6-7日目：（術後3-5日目）

達成目標

・機械を入れた部位の安静を保ちながら活動を行いましょう。
・痛みなど苦痛がある場合は我慢せず、医師や看護師に伝えましょう。
・機械を入れた部位の腫れや痛みがないことを確認しましょう。

観察

・体温、血圧、脈拍の測定を行います。
・機械を入れた部分の出血や腫れ、痛みがないかを観察します。
・心電図モニターを退院まで装着し、不整脈の有無・脈拍数を確認します。

検査

・術後４日目にレントゲンと心電図の検査があります

薬

・内服は医師の指示に従ってください。

処置

・手術後3日目から5日目の間に機械を入れた部分のガーゼを医師が外して傷を確認しま
す。

排泄

・退院まで尿量をカップで測ります。

活動

・積極的に歩行や活動をしていきましょう。
・機械を入れた側の腕は、肩よりも高く上げないようにしましょう。
・ペースメーカを入れた部位を強く圧迫したり、こすったりしないようにしましょう。

食事

・機械を入れた部位のガーゼが外れたら、上半身のシャワー浴も可能になります。
　傷の部位はこすらずに、石鹸の泡で優しく洗うようにしましょう。
・洗髪をするときはペースメーカを入れた側の腕が肩より上がらないよう注意しましょう。

清潔

・制限はありません。塩分やカロリーに制限がある場合はお知らせします。

なお、病状に応じて変更することがありますが、その時はお知らせしますのでご了承ください。

日本医科大学付属病院
2024年3月改訂

 



ペースメーカ・植込み型除細動器移植術　患者さんパスシート

ID 診療科名

氏名 入院日

生年月日 退院日（予定）

月　日
経過

このパスシートは、診療計画の概要等をお知らせするものであり、治療・検査等を決定するものではありません。
なお、病状に応じて変更することがありますが、その時はお知らせしますのでご了承ください。

・傷の痛みがある時は、痛み止めの処方を医師に確認いたします。
・退院後の日常生活での注意点について説明をいたします。
　（別紙「ペースメーカ・植込み型除細動器移植手術を受けられた方へ」を使用します。）
・退院後の外来診察日について説明をします。
・保険などの書類は退院日に本館1階中央受付Aに提出してください。
　（ただし、退院日が日曜日・祝日の場合は前日に提出してください。）

説明指導

循環器内科　　　　　

入院予定期間
　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

8-9日目：（術後6-7日目）

達成目標

・機械を入れた部位の安静を保ちながら活動を行いましょう。
・痛みなど苦痛がある場合は我慢せず、医師や看護師に伝えましょう。
・退院後の日常生活の注意点について確認しましょう。

観察

・体温、血圧、脈拍の測定を行います。
・機械を入れた部分の痛みがないかを観察します。
・心電図モニターを退院まで装着し、不整脈の有無・脈拍数を確認します。

検査

・特にありません。

薬

・内服は医師の指示に従ってください。

処置

・特にありません。

排泄

・退院まで尿量をカップで測ります。

活動

・積極的に歩行や活動をしていきましょう。
・機械を入れた側の腕は、肩よりも高く上げないようにしましょう。
・ペースメーカを入れた部位を強く圧迫したり、こすったりしないようにしましょう。

食事

・シャワー浴が可能です。
　傷の部位はこすらずに、石鹸の泡で優しく洗うようにしましょう。
・洗髪をするときはペースメーカを入れた側の腕が、肩より上がらないよう注意しましょう。

清潔

・制限はありません。塩分やカロリーに制限がある場合はお知らせします。
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ペースメーカ・植込み型除細動器移植手術を
受けられた方へ

１．脈拍
（　　　　　　　）さんの脈拍は、1分間
（　　　）回に設定されています。
1日1回は自分の脈を測ってみましょう。
設定された脈拍数と同じか、それよりも多
いことを確認して、少ない場合はもう一度
測り直してみましょう。
脈拍数が設定よりも少なかったり、脈拍数
は正常でも、息切れや胸の痛み、筋肉のひ
きつれを感じたり、しゃっくりが止まらな
いような時は外来を受診しましょう。

２．機械を入れた部位の傷の保護
退院後、機械を入れた部位の消毒は必要ありません。
傷に貼っているテープは自然にはがれるまで、そのままにしてお
きましょう。
入浴については、退院後の初回外来時に医師に確認してくださ
い。それまではシャワー浴のみとし、傷は石鹸の泡で優しくなで
るように洗いましょう。

傷がいつまでも傷んだり、腫れたり、赤く
なったり、熱を持ったり、浸出液が出たり
していないか、鏡で毎日確認しましょう。
機械を入れた部位は自分で直接見ることが
できません。ご家族やヘルパー、訪問看護
師などにも機械を入れた部位に異常がない
かを一緒に見てもらいましょう。

退院おめでとうございます。退院後は、基本的には病気になる以
前の生活と同じ生活が可能です。
しかし、ペースメーカまたは植込み型除細動器移植手術（ICD）
が体内にあることで、少しだけ制限があります。
これから安心して生活していただくために、以下の点について確
認をしていきましょう。

 



４．食事
制限はありませんが、バランスのとれた食事を心がけましょ
う。暴飲暴食、塩分の取りすぎは心臓に負担をかけたり、他の
病気を引き起こす原因となりますので、注意しましょう。

このような症状が出てきた場合は、すぐに外来を受診しましょ
う。機械を入れた部位は、傷が治ってからも、強くぶつけた
り、圧迫しないようにしましょう。

３．運動
激しい運動以外は、基本的に自由にしてかまいません。ただ
し、機械本体を圧迫したり、リードに思わぬ力がかかったりす
るような姿勢や運動には注意が必要です。たとえば、激しく体
がぶつかる運動（柔道などの格闘技、ラグビーなどの団体競
技）、機械の植込み部位に近い筋肉を続けて動かす運動（腕立
て伏せ、鉄棒へのぶら下がりなど）も避けましょう。重い荷物
（3㎏程度以上）は持たないようにしましょう。また、2—3か
月間は、機械を植込んだ側の腕を肩より上にあげないようにし
ましょう。

６．電気製品の使用
電気製品は普通に使用している限り問題はありません。ただ
し、体に直接電気を通すもの、外へ強い電磁波を出すものは使
用を避けてください。たとえば、使用中の電磁調理器や電子レ
ンジに極端に近寄ること、電極を貼るタイプの治療器などは注
意が必要です。
携帯電話は機械の植込み部位から15㎝以上離すようにしましょ
う。機械を植込んだ側と反対の耳で使用すれば問題ありませ
ん。

５．旅行
ペースメーカ、除細動器が植込まれていても、旅行することに
は問題はありませんが、担当医師にご相談ください。ただし、
航空機へ登場する際の金属探知機に機械が反応したり、影響を
受けたりする場合がありますので、ペースメーカまたはICD手
帳、またはペースメーカまたはICDカードを提示しましょう。
ペースメーカまたはICD手帳は、常に携帯しておくことをお勧め
します。たとえば、救急車でかかりつけではない病院に運ばれ
るというような突発的なことがあった時にも役立ちます。

 



交通機関については、ICカードの読み取り機からは、12㎝以上離
れるようにしましょう。
空港などの金属探知機や店舗の出入り口にある盗難防止用のゲート
センサーなどは、立ち止まらずに通り抜けましょう。
体組成計（含：体重計の体組成計の機能）は使用できません。
全自動麻雀卓は機械の作動に影響を与えますので使用できません。
もし、何かの機械や電気製品の使用中に脈拍の異常を感じたり、気
分が悪くなったりしたら、使用を中止するか、その場を離れるよう
にしましょう。それでも脈拍が戻らなければ、すぐに外来を受診し
ましょう。

※注意
体組成計機能付きの体重
計は使えません

７．乗り物の影響について
自動車の運転については、担当医師にご相談ください。
また、乗用車のシートベルトが機械を入れた部位を圧迫し、急ブ
レーキをかけた場合に強い衝撃を与える可能性があります。あらか
じめ、植込み部位付近にはタオルなどのクッションをあてるなどし
て、強い圧迫を防ぐようにしましょう。

８．医療福祉について
ペースメーカ、植込み型除細動器移植手術を受けられた方は、身体
障者手帳を取得することができます。手帳を取得すると医療費の助
成などのサービスを受けられる場合があります。詳しくはお住いの
市区町村または当院の患者支援センターにご相談ください。

このほかに、心配なことや分からないことが
ありましたら、いつでも医師・看護師にご相
談ください。

日本医科大学付属病院
（代表）03ｰ3822ｰ2131
東京都文京区千駄木1ｰ1ｰ5

 


